
前
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
中
国
の
西
北
探
検
が
盛
ん
に
な
り
、
そ

こ
で
木
犢
や
竹
簡
な
ど
の
多
く
の
貴
重
な
漢
代
資
料
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
の
文
献
は
総
称
し
て
「
居
延
漢
簡
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
居
延
と
い
う
の
は
中
国
の
西
北
の
砂
漠
地
帯
の
地
名
で
、
漢

民
族
と
北
方
の
少
数
民
族
の
争
い
の
地
で
あ
っ
た
。
漢
代
に
は
北

方
防
備
の
た
め
に
多
く
の
兵
卒
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
居
延

で
発
見
さ
れ
た
木
簡
の
中
に
、
医
学
に
か
か
わ
る
文
献
が
含
ま
れ

て
い
た
。

書
か
れ
た
疾
病
の
種
類
は
、
頭
痛
四
節
不
挙
倉
Ｌ
シ
木
簡
番
号
）

両
脇
頭
痛
倉
・
畠
）
心
腹
四
節
不
挙
命
．
易
）
な
ど
具
体
的
な
部
位

を
あ
げ
る
も
の
や
、
寒
熱
や
傷
薬
な
ど
の
症
状
が
あ
る
。
薬
剤
の

形
も
丸
薬
宙
計
．
巴
や
膏
薬
口
ら
．
邑
湯
薬
口
急
．
色
）
飲
薬
（
ぉ
．

曽
）
散
自
も
．
弓
堂
伽
認
ど
な
ど
が
あ
る
。
当
然
、
灸
（
お
・
臼
）
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居
延
漢
簡
に
見
る
疾
病
と
傷
寒
の
概
念

猪
飼
祥
夫

や
針
色
＄
．
巴
の
木
簡
も
あ
る
。
薬
剤
も
、
遠
志
・
地
黄
（
国
．
両

目
き
”
ら
局
）
、
細
辛
Ｅ
Ｐ
圏
）
大
黄
・
半
夏
・
桔
梗
両
．
祠
ご
”

『
と
薑
・
挟
苓
同
詞
忌
”
田
）
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
飲

薬
に
酒
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
ａ
，
両
目
認
“
圏
巴
も
多
い
・

こ
の
よ
う
な
僻
地
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
医
療
制
度
は
整
っ

て
い
た
ら
し
い
。
ま
ず
病
気
に
あ
っ
た
兵
卒
は
侯
官
と
い
う
上
役

に
報
告
し
、
病
卒
の
症
状
が
書
か
れ
た
髪
書
命
届
．
弓
）
と
い
う
書

類
が
つ
く
ら
れ
る
。
侯
官
以
上
の
も
の
は
病
害
と
い
う
記
録
命
届
．

巴
が
作
ら
れ
る
。
病
気
の
た
め
に
休
む
も
の
ａ
三
．
Ｅ
も
記
載

さ
れ
る
。
薬
を
飲
ん
だ
り
し
て
命
巨
・
巴
治
れ
ば
そ
れ
も
報
告
さ

れ
る
。
薬
も
貯
え
ら
れ
て
い
る
命
急
．
ご
。
し
か
し
医
者
に
見
せ
る

場
合
口
畠
．
ミ
）
も
あ
る
。
ま
た
医
者
を
派
遣
す
る
と
き
同
．
両
目
認
輔

屋
ら
も
あ
る
。
今
で
い
う
な
ら
衛
生
兵
に
当
る
医
卒
日
．
両
目
紐
輔

隠
巴
も
い
た
ら
し
い
。
脈
診
自
．
詞
蟹
”
。
こ
）
に
よ
る
診
断
が

行
わ
れ
て
い
る
。
湯
薬
色
獣
．
き
）
の
煮
方
な
ど
の
木
簡
も
あ
る
。

薬
量
ａ
・
詞
ｇ
出
）
は
十
斉
（
剤
）
と
か
、
飲
酒
廿
斉
（
剤
）
（
認
．

届
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
五
斉
（
剤
）
を
三
日
と
い
う
期
間
（
両
．
両

目
臼
賤
麗
）
も
あ
る
。
病
癒
と
不
癒
（
認
．
鴎
）
の
記
載
や
病
死
命
目
．

鴎
）
の
記
載
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
疾
病
の
記
載
が
一
番
多

(108) 340



い
。
疾
病
の
名
称
は
今
日
で
も
中
国
医
学
で
通
用
し
て
い
る
名
前

も
見
え
る
。
温
病
言
・
曾
）
頭
痛
寒
熱
（
弓
．
ぷ
）
纒
（
詔
諾
）
傷

寒
（
虐
隠
）
時
病
ｇ
］
ら
心
腹
積
合
巨
・
包
帯
下
病
宙
囲
．
弓
）

左
右
脛
雍
宙
忌
、
巴
心
腹
丈
満
宙
麗
．
巴
肘
癬
腫
命
巨
・
巴
疾
温

命
謡
．
ご
熱
腸
辞
死
倉
ｓ
、
ご
膝
腫
目
．
両
目
認
凸
孟
と
左
足

纒
自
・
両
弓
鯉
＆
＄
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
外
傷
に
属
す
る
も

の
が
あ
り
、
刺
腹
ａ
・
嗣
弓
畠
叩
弓
巴
創
自
．
両
目
臼
哩
紹
と
剣

刀
撃
傷
宙
．
両
目
易
》
ご
戦
死
命
呂
．
忠
）
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

疾
病
の
な
か
で
は
、
傷
寒
の
記
載
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
・
…
．
、

傷
寒
、
即
日
に
頭
痛
煩
満
が
加
わ
り
、
未
だ
」
ａ
，
蜀
弓
臼
“
邑
岳
）

と
か
、
「
略
…
…
傷
寒
を
病
む
、
そ
の
夜
、
□
を
知
ら
ず
・
・
・
…
」
ａ
・

両
目
圏
”
圏
巴
、
「
泄
注
を
病
ん
で
愈
ら
な
い
。
乙
酉
に
傷
寒
が
加

わ
り
、
頭
痛
播
（
煩
）
満
、
四
節
が
挙
が
ら
な
い
、
有
害
」
白
も
．

国
厚
路
ｅ
な
ど
詳
し
く
傷
寒
の
症
状
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
木
簡
か
ら
、
傷
寒
と
い
う
概
念
が
傷
寒
論
の
時
代
に
な
っ
て
確

立
し
た
も
の
で
無
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
「
素
問
」
熱
論
に

「
そ
れ
熱
病
で
あ
る
も
の
は
、
皆
傷
寒
の
類
で
あ
る
」
と
あ
る
。

ま
た
「
素
問
』
刺
志
論
に
「
気
が
盛
ん
で
身
が
寒
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
傷
寒
を
得
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
居
延
の
木
簡
に

書
か
れ
た
病
症
の
ほ
う
が
す
で
に
詳
し
い
。
居
延
の
木
簡
類
は
、

前
漢
の
中
期
ａ
ｇ
ｏ
か
ら
新
を
へ
て
、
後
漢
初
期
（
シ
ｇ
ｏ
の

も
の
で
あ
る
。

居
延
漢
簡
の
年
代
は
、
『
黄
帝
内
経
』
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
素

問
」
や
『
霊
枢
』
と
「
傷
寒
論
』
成
立
の
中
間
の
時
代
に
あ
た
る
。

居
延
漢
簡
は
、
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
砂
漠
の
中
の
見
張
り
台
で

の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
中
に
こ
の
よ
う
な
確
か
な
医
学
の
記
録
が

存
在
す
る
こ
と
は
、
中
国
古
代
医
学
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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